
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お怪我をされた皆さまや体調を崩された皆さまにお見舞い申し上げます 

 ８月５日（土）２１時２４分ごろ、東海道

線大船駅構内で発生した電化柱と列車が衝撃

した事故を受けて、ＪＲ東労組横浜地本は本

日９時、大船支部に現地対策本部を設置し、

お客さまの救済や復旧に携わった組合員・社

員の状況の把握と現地踏査をおこない事故原

因の究明をおこなってきました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 列車の運転台と先頭車両の客室が大きく破損し、

お客さま３名と運転士が怪我をしたほか、長時間の

駅間停車により９名のお客さまが体調を悪くされ

ました。ＪＲ東労組横浜地本は今回の事故を、命を

奪われかねない重大な事故と捉えています。原因究

明と対策、お客さま救済や復旧作業における課題の

改善を求めていきます。 
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・お客さま、運転士が無事で良かった。命を奪われ兼ねない重大な事故だ。 

・現場には何もなく、あれだけ大きな事故なのに誰も調査していないように感じた。 

・いままで経験したことのないなかで、お客さまの救済など奮闘してきた。 

・ 

自力運転可能か車両点検中の当該列車 

現地踏査をおこなっての組合員の声 

倒壊した電化柱「構客止２」があった箇所 

ポイントをわたるための架線を支えていた 
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